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セ ッション1討 論

セ ッシ ョン1　 討論

司会　 久 保 正 敏

コメント　窪 田 幸 子

コ メ ン ト

窪田　 今回の アボ リジニの展示でラ ン ドサ ッ トの写真の上に神話の道筋 を落 としてみ

て,そ の範囲 を具体 的に示 してみる という試みは,非 常にわか りやすい,よ い方法で

あった と思い ました。 もう少 し広い画面 を使って,映 像をながす とか,マ ルチ スクリ

ー ンにす るとかで ,ビ ジュアルな意味で何 らかのプラスが可能であ ったな ら,さ らに

お もしろい視覚的な展示 にな りえた ものであっただろうと思 います。

　ただ,ア クリル ・ペ イン トその ものの展示の数が,少 ないのが残念で した。特に こ

の10年 ぐらいの間にアクリル ・ペイ ンティングが変化 して きている,そ のあた りの変

化が見 られ るような展示であれば,も っとよかった と思います。

　神話 と旅の重な りとしてスペ ンサー,ギ レンの1800年 代 の終 わ りの民族誌 とリ トン

の1900年 代 終わ りの民族誌 を取 り上 げて らっ しゃるんですが,こ の旅の道筋 はその両

者の間で差が見 られたのか どうなのか,そ れが展示に どう表現 されていたのか とい う

ことが気 にな りました。

　お二 人のお話に共通 してあ らわれてきた点で,重 要 と思 いますのは,ア ボリジニ絵

画の伝統性 と芸術性,も しくは美術性 にかかわる問題です。

　私の調査地は,ア ク リル画の ようなキャンバ スを使 う絵 ではないのです けれ ども,

木 の皮 に描 く儀礼用の絵画が,現 在 も生 き続 けている地域 です。人び との生活の基盤,

父系 出自集団,ク ラ ンです。そ して,こ のそれぞれの父系出自集団に応 じて描 くべ き

絵が,決 まってい ます。神話をあ らわす ものなわけです。 ここでは さまざまな社会変

化 も起 きてい ますが,各 クランの年長男性 に よる絵の采配権 は,現 在 も生 きている。

どういう絵 を売るのか とい うことにつ いては,ク ランのメ ンバーの了解 を得 な くては

いけ ませ んし,個 人名で絵 を売る一方で,そ れによって手に入れたお金はあ る程度,

ク ランに還元 しな くてはいけない。 また女性 は基本的には絵 を描いてはいけない。そ

うしたいわゆ る 「伝統」が生 きている絵画の状況があるわけです。
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　樹皮画 とい うものは,ユ ー カリの樹皮 に描いたものですか ら,維 持が非常 に大変で

す。画廊 も扱いに くい。輸送に値段がかか る。額装が しにくい といういろいろな問題

があ ります。そのため一部でフラ ンスか ら輸入 したアー ト紙 やキャ ンバスを使 う人た

ちが出てきて ました。それについて伝統的ではない,オ ーセ ンテ ィックではない,よ

くないとい う批判があ ります。

　 その一方で数年前か ら,天 井 に届 くような,5メ ー トル ×3メ ー トルぐらいの大 き

さの樹皮画が製作 され るようになってい ます。それ は自分たちのオーセ ンテ ィシティ

の主張 なんですけれ ども,よ く考 えてみ ると,決 して これは彼 らの オーセ ンティック

な もので はないわけです。彼 らの 「伝統的」文脈で この ような大 きなものはあ りませ

んで した。結局美術市場に対 してインパ ク トのある絵 として彼 らは描いているわけで

す。

　 このような市場への対応にゆれるアボ リジニ芸術の状 況をさ らに複雑に しているの

は,政 治性 との関連です。直接 的に土地権 とかかわって きているわけです。芸術が政

治 として使われる。 も しくは裁判所の中で使われる。た とえば,私 の調査地域で は,

下 院に対 して,バ ー ク ・ペテ ィシ ョンといって,自 分たちの土地 とクランとのつ なが

りを示すために,樹 皮画 を描 いてその真ん中に自分たちの主張 を書いてオース トラリ

アの下院 に送る とい う,有 名な話があ りました。

　 こうした 「クラ ンの絵」 としての伝統を もつ先住民の芸術 を芸術 として,つ ま りア

ー トとして認識 しは じめるのは1970年 代 か らで,白 人の側か ら起 こって きたことです。

アー トとして認め られつつある世界の ことを考 えてみ ます と,た とえば都市 アボ リジ

ニの アー トが展 開す るとか,海 外でのアボ リジニ ・アー トへの注 目が増加す るなどの

ことが起 きているわけです。ところが,そ れがまた結果 として,反 対 に美術市場 での,カ

ルチ ュラル ・ヘ リテ ジ,つ ま り文化的伝統 に対す るアボ リジニの側の権利 の主張 とい

う問題 をうむ とい うサ イクルが指摘で きます。

　 白人側の芸術の概念か らす ると,そ うい う主張 をして もらったのでは,美 術市場 は

成立 しないわけですが,ア ボリジニ側か らしてみれば,社 会的文脈に基づ いて 自分た

ちの権利を主張 している ということになるわけですね。そ う した複雑 な諸相の中に,

現 在のアボ リジニ芸術 はあるとい うことが指摘で きる と思い ます。
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神話の旅の道筋

松 山　スペ ンサー とリ トンに関するご指摘 については,ス ペ ンサーとギ レンは広大な

砂漠 全域,特 にワルブ リ,ア ランダのことを1898年 に報告 しています。 また リ トンは

ウルル(エ ヤー ズ ・ロ ック)周 辺の神話 を1986年 に書いてい ます。両者の間で旅の道

筋に変化があ ったのか どうかは,そ れぞれが直接 同 じ神話を扱 っていないので,そ こ

の ところはわか りませ ん。

越境

吉田　 ナマ ジラの ような作品があるとい うのはす ご くショッキングだった し,目 か ら

ウロコが落 ちるような印象を もちま した。 まさに消費 されてきた アボ リジナル ・アー

トとはまった く異 なる,そ れこそ越境行為 というのが起こってい る。 ただそれは,こ

の コーナーで語 られてい る越境 というの とは少 し違 うように思い ます。松 山さんが今

回の展示で考え られた越境 とい うのは,い ったいどうい う越境だったのか。

松 山　私が展示 の中で考えた越境 は,あ の場その ものです。つ まりウルル(エ ヤー ズ・

ロ ック)を 中心 としたあの土地 そのもの を取 り巻 く世界の状況です。 オース トラリア

の人類学者に言わせ ます と,そ れは 「ウルルはみなの ものであ る」 ということになる

わけです。アボ リジナルの聖地 であ り,オ ース トラリア人の聖地であ り,開 拓者魂の

シンボルで,観 光の聖地で,世 界遺産であるとい うこ とは,ア ボ リジナルの聖地であ

るウルルが,つ まりは 「みなの もの」だ という一種の平等主義に基づ いて世界的な侵

略,強 い言葉 を選んで言えば侵略に さらされているということになる。「ウルルはみな

の もの」 とい う一種 の平等主義 を招いていること自体が グローバ ル化の ひとつの典型

的現象ではないか と考えて,あ の場その もの を取 り上げることで,越 境 とい うものに

取 り組 もうとしま した。

販売

岸上　政治性 とか神話 というの を度外視 して,お 金を儲けるために先住民がつ くって

るんだ とい う見方 はまった くで きないのか どうか質問いた します。

窪田　 私が調査 している人たちは,ヨ ロ ンゴと呼ばれる言語グルー プの人び との一一一地
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域 なんですが,一 番多 く見積 もって全部の人口を2000人 規模 と考 えて ください。その

中で樹皮画家 として認識 されている人 は20人 に満たないんです。ほ とん どが年長の男

性 です。最近,そ う した神話 に抵触 しないのだとい うふ りを しなが ら,女 たちが絵 を

描 くようになって きている。

　 長老 とそれか ら若手 というきちん とした権利継承関係の中で描かれてい るものでさ

え,た ぶ ん90パ ー セ ン ト以上が販売 を意 図 してつ くられてい ます。

松 山　砂漠で も基本的には同 じです。 どの神話 を題材 にで きるか というのは,そ の神

話 を継承 しているグループの成員であることが まず 第 一条 件です。 アクリル画は,署

名は一人の名前です けど,夫 婦でつ くった り,複 数の男性 が手伝 った り,そ れか ら女

性が参加 して作制す るとい うこともふつ うにおこなわれています。そのアーテ ィス ト

の数 ははっ きりしませんが,私 が調べた当時ですか ら,だ いぶ古いんです けれ ども,

500人 の 中に数人,多 くて10人 未 満 とい う感 じですね。

窪田　 高い値段で売れる人が20人 であって,そ の家族みんなが共同制作者 なわけなん

です よね。

久保 　それから土産 ものアー トまで含めるか どうかで また変わって きますね。

松 山　 オース トラリア南部の都 市に居住す るヨーロ ッパ 人の問では,ア クリル画が投

機の対象 になっています。2年 間で値段が5倍 になったとか10倍 になった とかってい

う絵があ りますので。

田村　都市のアーテ ィス トで も,た とえば こういった作品が本に載 るような人たちは,

つ ま り西洋社 会で育 って,オ ース トラリアの美術学校へ 行ってアーテ ィス トになった

ようなたちは,白 人のアーテ ィス トと同 じようなアーテ ィス ト,芸 術 家であるし,自

分 は芸術家 であると考えている人が多い と思 いますけれ ども,や は りアボリジニが描

くと売れる ということもあ りますので,ア ボ リジニの多い町,た とえばモー リー とい

う地方都市があ りますけれども,そ こではたとえば コミュニテ ィのアー ト活動 を奨励

していて,ア マチュア といって もいいような人たちがた くさんアー トを制作 して ます

が,ア ボ リジニの場 合,ア マチュア,プ ロとい うふ うにいわれてませ んか ら,そ の人

たちの もの も売 られる し,そ ういった状況の中で売れ るか ら描こうとい う人 も,も ち

ろん出て くるわけです。
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アー テ ィス トとは何 か

佐 々木 　アーテ ィス トといわれるそのアーテ ィス トって何 なのか。 日本語 でアーテ ィ

ス トとい うのは非常 にくわせ もの的な存在が あるんです。つ ま り,町 の似顔絵描 きも

アーテ ィス トであ り,あ るいは芸術家 と称す る人間 もアーテ ィス トというようにそれ

自体あい まいなんですが,オ ース トラリアのアーテ ィス トは,ど の部分 に該当する人

たちを指すのか とい うのがひ とつの疑問。

　 それか ら,先 ほど,ミ ツア リの ドリー ミングの ときは顔料 を使った とお っしゃいま

した。顔料か らアクリル絵 の具 に変化 してい く,ア ボ リジニがアク リル絵の具 を自分

た ちの ものに していって,自 分たちの芸術行為,絵 画 を描いてい くに至 った過程 は何

なのか。 どこに受け入れる素地があったのかな とい うことが2つ 目の疑問 なんです。

松山　アーテ ィス トとは何ぞや と言われても難 しいんですが,と にか く事実 をお話 し

します と,彼 らはまず伝統志向型の社 会の居住者であって,か つアクリル画な り樹皮

画な りの市場価値のある絵 を描 く人です。その彼 らは,社 会保 障の制度の うえでは失

業者で,失 業手当てを支給 されています。彼 らは絵 を描 きますが,そ の ときにアー ト・

クラフ ト・センター とかア ドバ イザーが所属するパプニア ・チューラ ・アボ リジナル ・

アーテ ィス ト社みたいなところか ら資金 を前借 りした り,画 材 を前借 りした り,生 活

費の一部 も前借 りして,絵 で精算 した りす ることはやっています。彼 らのムラの社会

の中で,そ うい う市場価値がつ く絵 を描 く人につ いては,あ れはアーテ ィス トや とま

わ りか らも言われています。

窪田　私 は反対にお うかがい したいんですけれ ども,芸 術 というものは,い わゆる西

洋の伝統の中で成立 して きた ものですね。個人的 な創造性 であるとか,要 す るに作者

性 があるとか他 との差異化である とか,そ ういうものが芸術 とい うものの基礎 にある

と思 うんです。

　 それに対 して私たちが対象 としてい る社 会では,非 常 に重要 なのは,そ の社会の枠

組 みの中で 日的が ある,も しくはちゃん とした意味のあるものであるわけですね。そ

れか らそ こには創意 とか試み とかはむしろ禁止 されているものであ り,そ れか ら差 異

化を意図 した創造,い わゆる芸術性 とふつ う私た ちが呼ぶ ようなもの もないわけです。

もちろん作者の個 人名 も,本 来の彼 らの社 会で は,な い。

吉 田　窪 田さんが,創 意は禁止 されている,と おっ しゃいました よね。それか ら差異

化 というのは基本的 に意図 されていない。 それか ら個人名 はない とおっ しゃったんで
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すが,本 当 に ミクロな部分 まで見てそ う言えるんですか。伝統 的な文脈において,あ

いつ はうまい とか,こ れ を描 いたの はあいつだと,そ うい うこともない というわけで

すか。

窪田　 それはあ ります。ただ,絵 の題材 とか絵の内容 とか描 かれている ものとい うの

は,あ いつが描 いたこと以上 に,こ の クラ ンの絵である ということのほ うが重要であ

るわけです。

吉田　それは どの文脈で見るか によるわけで しょ。 クラ ンという文脈で見るか ら,個

人名は消えてい くけれ ども,男 たちが集 まっていて,あ いつ はうまいんだとか,そ う

いう議論を しているときは,彼 らにとって も,頭 の中ではあいつは うまいとい う個人

名が浮かんでいるわけです よね。要するに伝統的な社会にお けるアー トと西洋におけ

るアー トというのは,一 方 は集団制作 で一方 は個人なんだとい うこの分 け方 自体 に,

これか らの議論 をしてい くうえで,少 し注意 をしてお く必要があるん じゃないか と思

うんです。

松山　彼 らは,ド リー ミング ・ス トー リー,自 分が担 ってい る神話の…部 を絵 画に し

て表現 しています。そのこ と自体が,個 人で はもはやないわけです よ。それに もかか

わ らず,見 た目に違 うさまざまな フォームの樹皮画な りアクリル画が なぜ出て くるか

とい うと,ま ずその神話の担い手,つ ま り神話は地理的 にい くつ もの グループを超 え

て語 り継が れてい ます ので,そ の神話 のどの部分につ いて,こ のグループは詳 しいか

とい うことが まずあ ります。その次に,そ の描 き手 自身が成人儀礼以降,儀 礼 の段階

をどれ ぐらい経ているか によって,神 話 に関する知識 の深度が違 います。その神話の

どこを切 り取 るか,神 話の知識の深 度の違いに よって,絵 として見た 目の違 うさまざ

まな ものが 出て くる。 けれ ども,そ の神話 を継承 しているのは個人ではな くて集団で

ある ということはあ ります。

展示空間

池谷　 オー ス トラリアでアー トの展示 は,ど ういうところで展示 されているので しょ

うか。 アー ト展示 の簡単な歴史につ いて教えていただければ。

松 山　 まず,樹 皮 画に しろア クリル画 にしろアーバ ン ・アー トにしろ,日 本でい うい

わゆる総合博物館ですが,そ この人類学部門のアボリジナルの コーナーに展示 されて

います。南オース トラリア博物館の場合です と,南 オース トラリアにマー レー川 とい

う大 きな川があ りますが,そ の川の流域に暮 らしていた人びとの神話 と生活道具,そ
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セッション1　 討論

れか ら貝塚の遺跡 と現代 の状況,あ わせて絵画が展示 されてい ます。

　 日本でそ うい うアボ リジナルのアー トや文化に関す る展示 を最初にや ったのは,民

博 の小 山先生や窪田さんがおや りになった1986年 の神戸市立博物館の,「狩人の夢

オース トラリア ・アボリジニの世界展　　」 です し,民 博 で も'92年 にや りました。そ

れか ら'92年 に は京都 と東京の国立近代 美術館が アボ リジニの美術 という展示 をや っ

てい ます し,'95年 に は岐阜 県美術館 がオース トラ リア国立 美術館所蔵 のオース トラ

リア美術展 をやっています。 オース トラリアにおいても,各 州のメ トロポ リタンにあ

る総合博物館の人類学部 門で'70年 代 以降,特 に'80年 代 か ら盛 んに展示 されて きた。

美術館 でも同 じです。

窪田　ノーザ ンテ リ トリー博 物館 で,電 信電話会社の スポ ンサーでお こなっているア

ボ リジナル ・アー ト・アウォー ドというのがあるのですが,こ うしたものが美術市場

をつ くるのにはた した役割 は大 きい と思 います。今年 で16回 にな ります。ですか ら

1983年 か らやってるわけです。

田村　私 はメルボル ンとシ ドニー しか知 らないんですが,個 人の画廊で も扱ってます。

その画廊 も,た とえばコンテ ンポラ リー ・アー トを専門 とする画廊で,白 人のアーテ

ィス ト,ア ボ リジニのアーテ ィス ト,人 種 を問わず扱 う画廊 もあ ります。

川口 　急造 ア トリエでバー ドンがベ ニヤ板 を与えて描かせた というお話が ご紹介され

て ましたけれ ども,た とえばア フリカなんかで も今世紀の'40年 代 か ら'60年 代 ぐらい

にかけて,あ ち こちでフリース クールとか フリーア トリエ とかフ リーステユーデ ィオ

とかいわれ る,白 人が主宰する私塾があ ちこちにできて,同 じような語 られ方をす る

んだ と思 うんです。つ ま り,た またまそ こで黒人の画才 を白人が発見 した とい うよう

に。そ して 自由に思 うままに描 かせ たら,次 々にお もしろい造形が出て きた というよ

うな語 られ方が連綿 となされて きたんですけれ ども,実 態は主催 している白人のほう

が,こ うや って描 くべ きだ とい うこ とをかな り示唆 してるんです。バー ドンの場合 は

いかが なんで しょうか。

なぜ絵画が多いか

川 ロ　 もうひとつは,ア ボリジナル ・アー トというと,と りあえずペ インテ ィングと

い うことが非常に多いと思 うんです。たぶんアボ リジニの人で も絵ばか り描 いてるわ

けではな くて,い ろんなもの をつ くって ると思 うんですが,な ぜ われわれのネ ッ トワ

ー クに入って くる ときは,圧 倒的多数がペ インテ ィングになって しまうのか。
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松 山　ベニヤ板 に描 くようになってアクリル絵 の具 を使 うようになったんです けれ ど

も,こ れ はバー ドンが与 えて ます。バー ドンがアクリル絵 の具 を与 えるこ とによって,

彼 らはた とえばユー カリとか ミツアリです とその形 を描 いて,そ の まわ りに白や黄色

の ドッ トをつけてい った。だか ら空 白部分の非常 に多い絵 として初期は売 りに出 され

ます。それは,今 日ご紹介 しませんで したが,彼 らの1920年 頃 の儀礼のために用いた

盾の文様 と同 じ手法なんです。 ですか ら,ア ク リル絵 の具 に展開する素地 は,も とも

とか らあった と私は考えています。

　 それか らバ ー ドンがいろいろ指導 したか どうか については,彼 は 自分の伝記にそこ

まで書いていないので,正 確 にはお答えで きません。

田村 　私 も推察で しかお答えで きないんですが,確 かに彫刻 とか工芸 品,バ スケ ッ ト

とかいろいろあ りますけれども,バ スケ ッ トなどは,ど う して もいわゆる西洋社 会の

コンテ クス トでは,ア ー トとして見 られに くい。今まで 自分たちがアー トとして扱 っ

て きた もの と離れす ぎていて,ど っちかというと民族学的関心 の対 象である というこ

ともあるん じゃないか と思い ます。

吉田　川 口さんは何 か腹案 をもって質問されたんですか。

川 口　私 はちょっ と違 う理由 を思い描 いているんですね。実はその アー トという西洋

側 の定義の根本的な問題 にかかわる問題だ ろうと私 は思ってるんです。 もっ と言 うと,

百科全書派以来のフ ァイン ・アー トの定義が実 は根底 にあるんだろうと思 うんです。

吉 田　今 世紀の初頭,ア フリカやオセアニア美術が発見 されて,ア ール ・ネー グル,

つ ま りニ グロ美術 と呼 ばれ ました。あの時点ではアフリカ もオセ アニア も一緒 くたに

してネー グル,ニ グロと呼ばれたわけです。 その中で,ア フ リカン ・アー トとい うと

常 に木彫ばか りが博物館 ・美術館 に収集 されています。 われわれのアフ リカン ・アー

トの イメージはや は り木彫なんです よね。一方で オース トラリアを含 むオセアニア と

いうのは,ほ とんどが平面なんです よ。

　 これは,発 見をした当事者,つ ま りその当時の前衛 的作家たちの関心のあ り方の違

いを反映 したものです。アフ リカン ・アー トを集めた人たちとい うの は,キ ュービス

ムの作家たちです よね。 自分たちが立体派 と呼ばれるだけに,立 体の イメージにあう

ものだけを集めた。

　 方 でオセアニアのアー トを集めは じめたのは シュール ・レア リス トです。 シュー

ル ・レア リス トの雑誌に掲載 された 世界地図 とい うのが残って ますけれ ども,そ こで

はオース トラリアと太平洋が巨大に描 かれてい ます。 オー ス トラリアと太平洋 だけで

地図の半分以上 を占めていて,ア フリカ とか ヨーロ ッパは ちょっと しかない。彼 らの
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セッション1　 討論

認識 の中で は,オ セアニアが強烈に強 くて,そ こで考えられたのは,オ セアニアのア

ー トは平 面的だ
,彫 刻 です ら平面的だ とい うもので した。マーケ ッ トに乗って くるも

の というのは,こ のようにヨー ロッパがい ったい何 を欲 したのか ということを強 く反

映 していると思い ます。ですか ら,ア ボリジナル ・アー トとして知 られている ものの

大部分がペ インテ ィングだとい う事態の背景には,ア フリカの場 合は立体であ り,オ

セアニアの場合は平面 だとい うヨーロ ッパの側の思 い込みが大 きく作用 していたん じ

ゃないか と思 うんです。
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